
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
対

象
期
間
延
長

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
、
ま
た
は
感
染
を

疑
わ
れ
る
方
が
仕
事
を
休
み
、

そ
の
間
給
与
等
が
支
払
わ
れ
な

い
、
ま
た
は
減
額
さ
れ
た
と
き
、

「
傷
病
手
当
金
」
を
受
け
取
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
対
象
と
な
る
期
間

が
令
和
３
年
９
月
30
日
（
木
）

ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
４
７-

４
６
８
２

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
強
調
月
間
で
す

　

北
海
道
で
は
、
北
方
領
土
返

還
要
求
に
係
る
道
民
世
論
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
昭
和
41
年
か

ら
毎
年
８
月
を
「
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
強
調
月
間
」と
し
て
、

重
点
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　

☎
４
７-

３
０
０
１

道
南
ス
ギ
を
利
用
し
た
「
ス
ギ

材
ベ
ン
チ
」
を
設
置
し
ま
し
た

　

道
南
の
森
林
に
は
、
ブ
ナ
や

ス
ギ
な
ど
道
南
特
有
の
樹
種
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
ス
ギ
は
、

木
目
が
き
れ
い
で
、
木
材
の
中

で
は
耐
朽
性
（
腐
れ
に
く
さ
）

が
比
較
的
高
い
な
ど
の
特
徴
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ギ
の
良
さ
を
皆
様
に
感
じ

取
っ
て
も
ら
う
た
め
、
６
月
よ
り
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館
前
に
「
ス

ギ
材
ベ
ン
チ
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課
農
林
係

　

☎
４
７-

３
０
０
２

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

　

北
海
道
警
察
で
は
、
次
の
と

お
り
北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

○
学
歴

▽
Ａ
区
分

　

�

大
学
（
短
大
を
除
く
）
等
を

卒
業
し
た
方
（
令
和
４
年
３

月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

▽
Ｂ
区
分

　

�

Ａ
区
分
以
外
の
方
（
高
校
在

学
中
の
方
も
含
む
）

○
年
齢
（
Ａ
・
Ｂ
区
分
共
通
）

　

�

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平

方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
方

■
採
用
予
定
数

　

約
65
名

■
受
付
期
間

　

�

８
月
26
日
（
木
）
か
ら
９
月

６
日
（
月
）
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付

■
第
１
次
試
験
日

　

10
月
30
日
（
土
）、
31
日
（
日
）

■
入
学
年
月

　

令
和
４
年
４
月

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
３
８-

４
２-

１
１
１
８

平
日
・
日
中
の
受
診
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
！

　

休
日
や
夜
間
に
継
承
の
患
者

が
容
易
に
医
療
機
関
を
受
診
す

る
と
、
一
刻
を
争
う
救
急
患
者

の
受
け
入
れ
な
ど
に
支
障
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
や
夜
間
な
ど
の

診
療
時
間
外
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
、
割
増
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

　

休
日
や
夜
間
な
ど
の
診
療
時

間
外
は
、
緊
急
性
の
高
い
場
合

に
受
診
し
、
緊
急
性
の
低
い
場

合
は
平
日
の
診
療
時
間
内
に
受

診
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
医
療

体
制
を
守
る
こ
と
や
医
療
費
の

節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１-
７
２
６-

０
３
５
２

成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

■
受
験
手
続
及
び
試
験
日

○
受
付
期
間

　

８
月
20
日
（
金
）
ま
で

　

※
原
則
電
子
申
請
で
の
受
付

○
第
１
次
試
験
日

　

９
月
19
日
（
日
）

○
第
２
次
試
験
日

　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬

○
最
終
合
格
発
表

　

12
月
３
日
（
金
）
を
予
定

■
採
用
年
月
日

　

令
和
４
年
４
月
以
降

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
警
察
署
警
務
係

　

☎
０
１
３
９-

４
２-

３
１
１
０

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

　

函
館
海
上
保
安
部
で
は
、
次

の
と
お
り
海
上
保
安
学
校
学
生

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

①�
令
和
３
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な

い
方
、
及
び
令
和
４
年
３
月
ま

で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②�

高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年

の
過
程
を
修
了
し
た
方
で
あ
っ

て
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に

お
い
て
当
該
過
程
を
修
了
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

等
、
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

役
場
か
ら
の

　
　

お
知
ら
せ

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
●●福福利利厚厚生生

・・花花見見会会

・・本本社社祭祭りり

・・社社員員旅旅行行

・・ボボーーリリンンググ大大会会

・・忘忘年年会会

・・大大レレククレレーーシショョンン大大会会

ななどど

宮城県松島

忘年会（ビンゴ大会）

大阪道頓堀

○○ 未未経経験験者者のの人人ででもも、、３３年年～～５５年年でで一一人人前前のの電電気気工工事事士士にに成成長長ししまますす。。

○○ 社社員員のの大大半半がが家家族族をを持持ちち、、立立派派なな大大黒黒柱柱ととししてて勤勤務務ししてていいまますす。。

○○ 国国家家試試験験、、技技能能講講習習、、安安全全教教育育とと、、いいろろんんなな資資格格もも取取得得ででききまますす。。

○○ 11００代代～～３３００代代のの社社員員がが多多数数勤勤務務しし、、楽楽ししくく和和気気ああいいああいいとと働働いいてていいまますす。。

○○ 仕仕事事だだけけででははななくく、、社社員員のの交交流流をを深深めめるる行行事事イイベベンントトがが沢沢山山あありりまますす。。

（（ホホーームムペペーージジ内内にに写写真真掲掲載載あありり））
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